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【丹波市】兵庫県の中央東部に位置し、北
東では京都府福知山市と境を接している。
阪神間へはＪＲや自動車で約１時間30分～
２時間圏域。市内の南部地域は阪神都市圏
との係わりが比較的深く、北部地域は隣接
する京都府等との係わりが比較的強い。人
口は64,597人・25,780世帯、県立柏原
病院のある柏原地域の人口は9,870人・
4,160世帯（2019年2月末時点）

2
0
1
3
年
に
県
立
柏
原
病
院
に
赴
任
し
、
早
６
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
赴
任
時
、
短
期
的
に
は
研
修
医
を
集
め
る
こ
と
、
更
に
県

養
成
医
の
ハ
ブ
に
す
る
こ
と
、
長
期
的
に
は
地
域
医
療
の
メ
ッ
カ
に

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

研
修
医
教
育

研
修
医
は
、
た
と
え
地
方
の
病
院
で
あ
っ
て
も
救
急
患
者
が
多

く
、
か
つ
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
れ
ば
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
県
立
柏
原
病
院
の
行
動
指
針
の
柱
と
し
て
、
救
急
医
療
と
医

学
教
育
を
掲
げ
ま
し
た
。
赴
任
時
は
２
名
し
か
い
な
か
っ
た
研
修

医
も
、
現
在
は
神
戸
大
学
の
た
す
き
掛
け
を
含
め
17
名
ま
で
増
え

て
い
ま
す
。
研
修
で
は
内
科
と
救
急
に
力
を
入
れ
、
両
部
門
で
は

屋
根
瓦
体
制
が
出
来
て
い
る
こ
と
が
当
院
の
特
徴
で
す
。

内
科
で
は
、
Ｈ
＆
Ｐ
（
病
歴
と
身
体
診
察
）、
臨
床
推
論
、
プ
レ
ゼ

ン
が
研
修
医
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
最
も
大
事
な
ス
キ
ル
だ
と

考
え
、
徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
出
来
る
だ
け
早
く
修
得
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

内
科
は
臓
器
別
で
は
な
く
、“
内
科
は
ひ

と
つ
”
総
合
内
科
体
制
で
診
療
・
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
医
は
、
内
科
で
は
あ

ら
ゆ
る
疾
患
を
同
時
に
か
つ
長
期
に
担
当

し
ま
す
。
専
攻
医
、
二
年
目
研
修
医
と一年

目
研
修
医
が
主
治
医
団
と
し
て
屋
根
瓦
を

形
成
し
、
二
年
目
研
修
医
が一年
目
研
修
医

を
指
導
し
ま
す
。
教
え
る
こ
と
で
、
学
び
が

よ
り
深
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

救
急
の
受
け
入
れ
件
数
も
、
赴
任
時
に
は

3
8
1
1
件
だっ
た
が
2
0
1
7
年
度
に
は
6
2
6
9
件
と
1
・
64
倍
に
、

救
急
車
搬
送
件
数
も
7
6
2
件
が
1
6
2
8
件
と
2
・
14
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。

研
修
医
が
受
け
る
全
国
規
模
の
基
本
的
臨
床
能
力
評
価
試
験
で

は
、
二
年
目
の
研
修
医
は
2
0
1
6
年
度
は
3
1
8
施
設
中
12
位
、

2
0
1
7
年
度
は
3
9
1
施
設
中
6
位
と
、
全
国
で
も
有
数
な
成

績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

当
院
の
総
合
内
科
と
救
急
体
制
が
、
研
修
医
の
能
力
を
上
げ
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
総
合
内
科
と
救
急

の
研
修
で
は
、
研
修
医
は
自
ら
の
持
つ
知
識
を
総
動
員
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
常
に
す
べ
て
の
領
域
に
対
す
る
知
識

と
実
力
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
合
診
療
医
育
成

我
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
27
・
7
％
、
丹
波
市
で
は

32
・
4
％
（
2
0
1
7
年
）
で
あ
り
、
地
域
医
療
の
現
場
で
は
高
齢
化

は
特
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
丹
波
市
の
高
齢
化
は
都
市

の
10
年
先
を
進
ん
で
お
り
、
近
未
来
の
都
市
部
で
の
医
療
の
モ
デ
ル

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
は
多
臓
器
疾
患
を
有
し
て
お
り
、
フ
レ
イ
ル
や
認
知
機
能

低
下
な
ど
の
健
康
問
題
も
か
か
え
て
、
臓
器
別
の
診
療
体
制
で
は
、

も
は
や
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
高
齢
者
医
療
に
お
い
て
は
、
守
備
範
囲

の
広
い
総
合
診
療
医
の
役
割
が
大
切
で
す
。

総
合
診
療
医
に
は
、
診
療
所
で
働
く
医
師
（
家
庭
医
）
と
病
院
で
働

く
病
院
総
合
診
療
医
に
分
か
れ
ま
す
。
地
域
医
療
の
現
場
に
お
い
て

は
両
者
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
診
療
医
の
育
成
は
急
務
で
す
。
県
立

柏
原
病
院
を
基
幹
病
院
と
し
、
県
内
17
施
設
と
連
携
す
る
総
合
診
療

医
プ
ロ
グ
ラ
ム
“
兵
庫
県
地
域
医
療
総
合
診
療
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
”

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
図
１
）。
平
成
30
年
度
は
４
名
の
登
録
が
あ
り
、

近
畿
圏
内
で
は
最
大
の
登
録
数
で
す
。

県
養
成
医
は
卒
後
９
年
間
に
わ
た
り
兵
庫
県
の
指
定
す
る
病
院
で
働

く
こ
と
、
特
に
８
、９
年
目
はへき
地
で
の
診
療
、
主
に
総
合
診
療
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
県
養
成
医
に
は
、
総
合
診
療
に
関
す
る

知
識
と
ス
キ
ルの
教
育
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

2
0
1
4
年
、
柏
原
病
院
を
地
域
医
療
推
進
施
設
と
し
て
、
対

外
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
「
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
元
自
治
医
科
大
学
准
教
授
の

見
坂
恒
明
先
生
を
迎
え
、
県
養
成
医
を
大
々
的
に
募
集
し
ま
し
た
。

私
の
赴
任
前
に
は
県
養
成
医
は
ゼロ
で
、
赴
任
時
に
１
名
が
初
め
て

着
任
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
県
養
成
医
は
12
名
ま
で
増
え
、ハ
ブ
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
10
年
目
以
降
も
こ
の
兵
庫

県
内
で
活
躍
し
、
地
域
医
療
を
担
う
中
心
的
存
在
と
なって
も
ら
う
よ

う
な
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
柏
原
赤
十
字
と
県
立
柏
原
病
院
は
統
合
し
、
７
月
に

丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
と
丹
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
“
ミ
ル
ネ
”
が
開
院

し
ま
す
（
図
２
）。
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
急
性
期
病
棟
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
有
し
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
幅
広
い
医
療
を
展
開
し
ま
す
。一方
、
ミ

ル
ネ
で
は
総
合
診
療
外
来
と
訪
問
診
療
、
健
診
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
施
設
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

を
含
む
地
域
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
、

tw
o-track system

で
家
庭
医
と
病
院
総
合
診

療
医
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。
敷
地
内
で
総
合
診

療
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
結
で
き
る
こ
と
が
大
き
な

利
点
と
思
い
ま
す
。
我
が
国
の
地
域
医
療
の
新
た

な
モ
デ
ル
、only one

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
都
市
病
院
で
の
総
合
診
療
医
の
役
割

�

米
国
で
は
、ホ
ス
ピ
タ
リ
ス
ト
が
1
9
9
6
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

大
都
市
部
に
お
い
て
も
急
速
に
増
加
し
、
い
ま
で
は
大
学
病
院
を

含
む
病
院
の
内
科
を
主
に
し
た
入
院
診
療
な
ら
び
に
レ
ジ
デ
ン
ト

教
育
の
専
門
家
と
し
て
、
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
ス
ト
に
よ
る
診
療
は
入
院
に
限
ら
れ
、
診
療
臓

器
に
と
ら
わ
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
死
亡
率
、
再
入
院
率
や

患
者
満
足
度
に
は
専
門
医
と
の
差
は
な
く
、
在
院
日
数
の
短
縮
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
内
科
系
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
科

系
患
者
の
診
療
に
も
専
門
医
と
と
も
に
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
で
、

患
者
満
足
度
が
向
上
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
ス
ト
は
、
我
が
国
の
総
合
診
療
医
の
な
か
で

も
病
院
総
合
診
療
医
と
近
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
病
院
総
合
診
療
医
は
入
院
診
療
に
特
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
外

来
診
療
も
行
う
点
が
異
な
り
ま
す
が
、
研
修
医
教
育
に
大
き
な
役

割
を
演
じ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

今
後
、
我
が
国
の
都
市
部
の
病
院
に
お
い
て
も
病
院
総
合
診
療

医
（
日
本
型
ホ
ス
ピ
タ
リ
ス
ト
）
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
え
、
特
に
教

育
に
力
を
入
れ
る
教
育
病
院
で
は
必
須
の
医
師
と
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。�

兵
庫
県
丹
波
地
域
の
中
核
病
院
で
、
県
地
域
医
療
総
合
診
療
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
幹

病
院
で
も
あ
る
県
立
柏
原
（
か
い
ば
ら
）
病
院
は
、
近
年
、
全
国
で
も
有
数
の
研
修
施
設
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同
病
院
で
の
研
修
内
容
や
、
総
合
診
療
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
養
成

し
た
い
医
師
像
、
都
市
部
の
病
院
に
お
け
る
総
合
診
療
専
門
医
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
同
病

院
の
秋
田
穂
束
院
長
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

兵庫県

鳥取県

神戸市

丹波市
岡
山
県

県立柏原病院

京都府

大
阪
府

統合再編

●丹波市氷上町石生に移転
●ハイブリッド施設群として
   一体的整備・運用

【施設概要】
● 診療科目：27科
● 病床数320床（開院時は238床）
【特長】
● 急性期から回復期まで幅広い医療を提供
● 救急拠点施設として医療提供
● 地域医療人材の育成　等

県立柏原病院
（19５３年開設）

柏原赤十字病院
（1935年開設）

県立丹波医療センター

丹波市健康センター ミルネ
【特長】
● 総合医療センター
● 休日応急診療センター
● 保健センター
● 福祉センター

図2　県立柏原病院・
柏原赤十字病院の統合再編

図1　兵庫県地域医療総合診療専門医プログラムでのローテーション

後期
研修

1年目

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1月 2 月 3 月

施設名
県立柏原病院

希望で、神戸大学（1-3 ヶ月）、西脇・豊岡・八鹿・赤穂市民・神戸中央市民・淡路
医療センター・ 兵庫医科大学ささやま医療センター（3-12 ヶ月）を選択可能。

領　域 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科 内科

後期
研修

2 年目

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1月 2 月 3 月

施設名

県立柏原病院
希望で、西脇、豊岡、八鹿、赤穂市民、
宍粟総合、淡路医療センター、兵庫医
科大学ささやま医療センターのいずれ
かを6-12ヶ月。また、神戸大学（1-3ヶ月）、
神戸中央市民（3-12ヶ月）を選択可能
柏原病院にて外科・整形外科・産婦人科・
泌尿器科・眼科・耳鼻咽喉科・こころと
記憶の診療科（精神科）・皮膚科をハーフ
デイ・ワンデイバックで、総合診療 I ま
たはIIの期間で最大6ヶ月まで研修可能。

県立柏原病院
県立柏原病院

（または製鉄記念
広畑・豊岡病院）

領　域 総診 II 総診 II 総診 II 総診 II 総診 II 総診 II 小児科 小児科 小児科 救急 救急 救急

後期
研修

3 年目

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1月 2 月 3 月

施設名

柏原赤十字病院、朝来医療センター、日高医療センター、
出石医療センター、村岡病院、香住病院、浜坂病院
のいずれかを 6-12 ヶ月間、1-3 ヶ月間の青垣診療所を選択可能。
柏原病院にて外科・整形外科・産婦人科・泌尿器科・眼科・耳鼻咽喉科・こころ
と記憶の診療科（精神科）・皮膚科をハーフデイ・ワンデイバックで、総合診療 I
または II の期間で最大 6 ヶ月まで研修可能。

領　域 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I 総診 I
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１
．
ツ
ー
ル
レ
ス
神
経
診
察

診
療
所
や
外
来
で
の
神
経
診
察
は
、
短
い
時
間
で
ク
イ
ッ
ク
に

と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
こ
で
は
、
な
る
べ
く
神
経
診
察
の
道

具
を
使
わ
ず
短
時
間
で
で
き
る
神
経
学
的
所
見
の
ス
ク
リ
ー
ン
法

を
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
坐
位
と
立
位
で
診
察
を
す
ま
せ
る
場
合

脳
神
経
系

第
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅵ
脳
神
経

■
対
座
視
野
：
患
者
と
膝
が
つ
く
か
つ
か
な
い
か
ぐ
ら
い
の
距

離
で
向
か
い
あ
っ
て
座
り
ま
す
。
患
者
に
検
査
し
な
い
側

の
眼
を
患
者
自
身
の
手
で
隠
し
て
も
ら
い
、
検
者
も
そ
れ

に
対
向
す
る
側
の
眼
を
検
者
自
身
の
手
で
隠
し
ま
す
。
患

者
に
検
者
の
眼
を
見
る
よ
う
に
指
示
し
、
耳
側
上
方
、
耳

側
下
方
の
視
野
を
外
側
か
ら
指
を
す
り
あ
わ
せ
な
が
ら
中

心
に
向
け
て
移
動
し
、
検
者
の
指
が
見
え
た
場
所
が
、
患

者
と
検
者
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
れ
ば
視
野
障
害
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
次
に
検
者
は
自
身
の
眼
を
隠
す
手
を
変
え
て
、

同
様
に
行
い
ま
す
。

■
瞳
孔
、
眼
位
：
ホ
ル
ネ
ル
徴
候
が
あ
る
か
ど
う
か
も
確
認

し
て
い
き
ま
す
。
眼
位
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
両
眼
前
50
㎝

程
度
の
距
離
か
ら
ペ
ン
ラ
イ
ト
で
瞳
孔
を
照
ら
し
、
瞳
孔

の
中
に
光
が
反
射
し
て
い
れ
ば
眼
位
は
正
常
と
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

■
眼
球
運
動
、
眼
振
：
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
先
は
「
H
」
の
字
を

描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
動
か
し
ま
す
。
こ
の
時
、
同
時
に

眼
振
も
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

第
V
脳
神
経

■
触
覚
、
痛
覚
：
顔
面
の
感
覚
は
、
ま
ず
捻
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
ふ
れ
て
触
覚
の
左
右
差
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
綿
の
パ
ッ
ク
の
角
を
利
用
し
て
痛
覚
の

左
右
差
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

■
マ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
徴
候
：
三
叉
神
経
領
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
で
マ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
徴
候
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を

疑
っ
た
場
合
は
確
認
し
ま
す
。

第
Ⅶ
脳
神
経

■
額
の
し
わ
よ
せ
：
上
目
づ
か
い
を
し
て
も
ら
い
前
頭
筋
の
し

わ
寄
せ
の
左
右
差
を
見
て
い
き
ま
す
。

■
閉
眼
（
ま
つ
げ
徴
候
）：
両
側
を
同
時
に
閉
眼
す
る
よ
う
に

指
示
し
、
ま
つ
げ
の
瞼
か
ら
の
は
み
出
し
方
に
左
右
差
が

な
い
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

■
「
イ
ー
」：「
イ
ー
」
と
言
っ
て
も
ら
い
鼻
唇
溝
の
左
右
差
を

見
て
い
き
ま
す
。

第
Ⅷ
脳
神
経

■
聴
力
：
耳
か
ら
15
㎝
ほ
ど
離
し
た
距
離
で
検
者
が
指
を
す

り
あ
わ
せ
、
患
者
に
聞
こ
え
方
を
確
認
し
ま
す
。

第
Ⅸ
、
Ⅹ
脳
神
経

■
「
ア
ー
」：
軟
口
蓋
の
動
き
は
、「
ア
ー
」
と
発
音
し
て
も
らい
、
軟

口
蓋
の
中
心
が
まっす
ぐ
上
方
に
挙
上
す
る
か
ど
う
か
見
ま
す
。

第
Ⅻ
脳
神
経

■
舌
偏
倚
：
鼻
を
舐
め
る
よ
う
に
舌
を
上
げ
る
と
、
舌
下
面
の

縫
線
が
観
察
で
き
る
の
で
偏
倚
が
判
定
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

運
動
＆
協
調
運
動
系

■
バ
レ
ー
徴
候
：
両
手
を
、
手
掌
を
上
に
し
て
体
の
前
方
に

の
ば
し
、
保
持
で
き
る
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

■
長
母
指
外
転
筋
：
じ
ゃ
ん
け
ん
の
「
パ
ー
」
を
す
る
つ
も

り
で
手
首
を
伸
展
位
し
た
状
態
で
母
指
を
外
転
さ
せ
、
筋

力
を
見
て
い
き
ま
す
。

■
指
鼻
試
験
：
両
上
肢
を
伸
ば
し
た
位
置
か
ら
右
、
左
交
互

に
人
差
指
で
患
者
の
鼻
に
ふ
れ
て
も
ら
い
協
調
運
動
を
評

価
し
ま
す
。

■
手
首
の
ト
ー
ヌ
ス
：
片
方
ず
つ
手
首
を
屈
曲
伸
展
し
、
ト
ー

ヌ
ス
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

■
前
脛
骨
筋
：
足
を
内
股
に
し
た
状
態
で
足
首
を
背
屈
す
る

力
を
い
れ
て
も
ら
い
筋
力
を
評
価
し
ま
す
。

感
覚
系

■
痛
覚
：
両
手
足
の
遠
位
で
左
右
差
、
上
下
肢
の
痛
覚
と
触

覚
の
差
が
な
い
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

歩
行

■
歩
行
：
診
察
室
を
数
回
往
復
し
て
歩
い
て
も
ら
い
歩
行
の

評
価
を
し
ま
す
。

■T
andem

 gait

：「
平
均
台
の
上
を
歩
く
よ
う
に
」
と
指

示
し
、tandem

 gait

を
評
価
し
ま
す
。

■Rom
berg

テ
ス
ト
：
両
足
を
つ
ま
先
ま
で
ぴ
っ
た
り
つ
け

た
状
態
に
し
、
両
上
肢
を
前
方
に
挙
上
し
閉
眼
し
、
立
位

が
保
持
で
き
る
か
確
認
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
で
診
察
室
で
の
ス
ク
リ
ー
ン
ニ
ン
グ
は
十
分
で

す
。
以
下
の
項
目
は
オ
プ
シ
ョ
ン
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）
頭
痛
を
訴
え
る
場
合

■Joltaccentuation

：頭
部
を「
ブ
ル
ブ
ル
」と
素
早
く
数
回

振
っ
て
も
ら
い
頭
痛
が
増
強
す
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

（
3
）
仰
臥
位
を
と
れ
る
場
合
、
と
る
時
間
が
あ
る
場
合

髄
膜
刺
激
徴
候

■N
eck stiffness

：
頸
部
を
前
屈
さ
せ
項
部
硬
直
を
確
認

し
ま
す
。

運
動
＆
協
調
運
動
系

■M
ingazzini

試
験
：
両
下
肢
の
股
関
節
を
90
度
に
屈
曲

位
と
し
、
膝
も
90
度
屈
曲
位
で
両
下
腿
を
伸
ば
し
、
保
持

が
可
能
か
ど
う
か
見
て
い
き
ま
す
。

■
踵
膝
試
験
：
両
足
を
伸
展
さ
せ
、
一
方
の
足
の
踵
を
他
方

の
膝
に
も
っ
て
い
き
、
ゆ
っ
く
り
脛
の
上
を
す
べ
ら
せ
る
よ

う
に
し
て
協
調
運
動
を
評
価
し
ま
す
。

反
射

■Schaeffer

の
手
技
：
ア
キ

レ
ス
腱
を
ゆ
っ
く
り
つ
ま
み

ま
す
（
図
1
）。
い
ず
れ
も
患
者

へ
の
苦
痛
が
少
な
い
方
法
で

す
の
で
、バ
ビ
ン
ス
キ
ー
徴
候

を
見
た
い
と
き
に
は
ぜ
ひ
試

み
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）
高
次
脳
機
能
検
査
が
必
要
な
場
合

患
者
の
主
訴
や
症
状
に
よ
り
施
行
し
て
く
だ
さ
い
。
ル
ー

チ
ン
の
診
察
で
施
行
す
る
必
要
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
優
位
半
球
の
ス
ク
リ
ー
ン
ニ
ン
グ
：

い
く
つ
か
の
物
を
患
者
に
見
せ
て
、

「
時
計
」
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、患
者
に
時
計
を
見
せ
て
、「
時

計
」と
答
え
ら
れ
る
か
確
認
し
ま
す
。

■
劣
位
半
球
の
ス
ク
リ
ー
ン
ニ
ン
グ
：

一
本
の
紐
を
患
者
に
見
せ
て
、
真
ん

中
を
指
で
示
せ
る
か
確
認
し
ま
す
。

２
．
脳
梗
塞
簡
単
整
理

テ
ン
ト
上
の
簡
単
な
解
剖
を
お
さ
え

て
お
く
と
解
剖
学
的
診
断
が
容
易
に
な

り
ま
す
（
図
2
）。

　

 

　

２
０
１
７
年
１
月
28
日
に
兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
開
催

し
た
第
４
９
４
回
診
療
内
容
向
上
研
究
会
（
診
内
研
）
に

つ
い
て
、
講
師
の
塩
尻
俊
明
先
生
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
。

図2　脳梗塞簡単整理

図1　Schaefferの手技

興味のある研究会があっても都合で参加できなかっ
た…多忙な先生にも保険医協会の研究会を活用いた
だけるようにしています。
※録画 DVD を会員限定で頒布
 （有料／ご利用は個人での視聴に限ります）

●研究会の抄録は『兵庫保険医新聞』でお知らせ
月 3 回発行の『兵庫保険医新聞』には毎号研究面を設け、
様々な研究会の抄録を掲載しています。

4月13日17:00～
高齢者救急のクリニカルパール
藤田医科大学 救急総合内科 教授 
岩田 充永 先生

5月18日17:00～
意識障害のミカタ！
東京都立松沢病院 内科部長 
小野 正博 先生

6月8日17:00～
不整脈診療の歩み
ゆみのハートクリニック（東京都）
西原 崇創 先生
 ※会場はいずれも、兵庫県保険医協会会議室

２
０
１
９
年　
　
　
　

診
内
研

４
〜
６
月
の
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【プロフィール】桂花團治（かつら　はなだんじ）落語家・大阪青山大学子ども教育学
科客員教授）大阪府豊中市生まれ。1982年2代目桂春蝶に入門。「桂蝶六」を名乗る。
2015年4月、70年ぶりの名跡復活となる「三代目桂花團治」襲名。兵庫県保険医協会
文化部主催の『初笑い！新春保険医寄席』にレギュラー出演。

　桂花團治出演情報

5月25日（土）14時開演
神管寄席（くらっしくミーツ落語）
出演　神戸市室内管弦楽団＆桂花團治
会場　北区民センターすずらんホール
問い合わせ先：078-361-7241

神戸新開地・喜楽館開館
一周年記念興行

7月実施予定（昼席出演）

問い合わせ先：078-335-7088

　

垂
水
区
２
０
１
７
年
4
月
に
み
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し

た
三
村
純
先
生
。
医
院
を
宮
武
博
明
協
会
副
理
事
長
が
訪
れ
、
開
業

に
至
っ
た
思
い
や
経
験
な
ど
を
聞
い
た
。

宮
武　
開
業
に
至
る
い
き
さ
つ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
村　
長
年
、神
戸
市
立
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

管
理
職
の
仕
事
が
増
え
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
患
者
さ
ん
を
診

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
父
親
も
長
田
で
町
医
者
を
し
て
お
り
、
そ
の
姿
を

み
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
開
業
し
て
み
る
の
も
良
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

宮
武　
す
る
と
、
先
生
は
神
戸
出
身
な
の
で
す
ね
。

三
村　
は
い
。
大
学
は
東
京
だ
っ
た
の
で
す
が
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院

が
当
時
は
珍
し
い
全
国
公
募
の
研
修
医
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
試
験
に
合

格
し
、
地
元
の
神
戸
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
央
市
民
病
院
で

の
専
攻
医
コ
ー
ス
が
終
わ
る
頃
に
神
戸
市
西
区
で
新
し
い
病
院
の
建
設
の
話
が

あ
り
、
そ
れ
が
今
の
神
戸
市
立
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
が
、
私
に
声

が
掛
か
り
、
20
年
勤
務
し
ま
し
た
。
消
化
器
内
科
は
内
視
鏡
や
エ
コ
ー
も
使
い

ま
す
し
、
血
管
造
影
な
ど
色
々
な
手
技
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
ら
が

上
達
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
の
で
す
。

宮
武　
先
生
は
内
視
鏡
の
プ
ロ
で
す
も
の
ね
。
開
業
さ
れ
て
１
年
に
な
り
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

三
村　
毎
日
が
新
鮮
で
す
。
病
院
で
は
、
後
輩
に
任
せ
る
こ
と
が
増
え
て
い

た
内
視
鏡
を
自
分
で
行
い
、
消
化
器
疾
患
だ
け
で
な
く
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
も
診
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
日
々
勉
強
が
必
要
で
す
が
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
診
療
が
で
き
る
の
で
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。

届
出
や
保
険
請
求
を
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
で
す
が
、
施
設
基
準

の
届
出
に
つ
い
て
も
協
会
は
電
話
１
本
で
お
し
え
て
く
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

今
後
は
保
険
請
求
に
つ
い
て
も
協
会
を
頼
り
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

宮
武　
先
生
の
ご
趣
味
は
何
で
す
か
。

三
村　
山
登
り
で
す
。
勤
務
医
の
頃
は
休
ん
で
も
誰
か
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
、
遠
く
の
方
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
業
す
る
と
自
分
以
外
に

代
わ
り
が
い
な
い
の
で
あ
ま
り
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
は
近

場
で
山
登
り
を
し
て
い
ま
す
。
山
に
登
る
た
め
に
日
々
身
体
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

宮
武　
診
察
室
に
も
山
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

三
村　
穂
高
連
峰
と
涸
沢
の
写
真
で
す
。
７
月
頃
に
登
り
ま
し
た
が
、
運
よ

く
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
も
出
会
え
ま
し
た
。
他
に
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
好
き
で
待
合
室

に
ビ
ー
ト
ル
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
下
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。

宮
武　
多
趣
味
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
万
が
一
の
た
め
、
協
会
の
共
済

制
度
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
村　
共
済
制
度
は
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。
私
は
休
業
保
障
制
度
と
グ
ル
ー

プ
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
い
ざ
と
い

う
と
き
の
支
え
に
な
り
、
保
険
料
が
安
く
て
魅
力
的
で

す
。
あ
と
は
、
臨
床
か
ら
政
治・経
済
ま
で
多
様
な
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
る
研
究
会
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

宮
武　
今
後
も
ぜ
ひ
協
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
勤
務
医
の
先
生
方
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

三
村　
勤
務
医
の
仕
事
に
行
き
詰
ま
り
、
あ
る
い

は
日
々
の
仕
事
に
流
さ
れ
る
だ
け
の
自
分
に
気
づ
い
た

ら
、
開
業
と
い
う
こ
と
も
一
度
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
全
て
は
自
己
責
任
で
す
が
人
生
一
度

き
り
で
す
。

ぼ
く
が
阪
神
淡
路
大
震
災
の
避
難
所

を
廻
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
震
災
か
ら

お
よ
そ
一
年
近
く
経
っ
た
後
の
こ
と
。
震

災
直
後
に
は
大
勢
や
っ
て
来
た
芸
能
人

た
ち
も
、
そ
の
頃
に
は
さ
っ
ぱ
り
来
な
く

な
っ
て
い
た
。
世
話
人
が
「
今
こ
そ
も
っ

と
来
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
…
」
と
ぽ

つ
り
。
仮
設
住
宅
な
ど
が
整
備
さ
れ
衣

食
住
が
確
保
さ
れ
る
に
つ
れ
、
緊
張
の
糸

が
切
れ
て
今
度
は
心
に
ぽ
っ
か
り
穴
が
あ

く
。
統
計
に
よ
る
と
自
殺
者
の
数
は
震
災

直
後
よ
り
そ
の
２
、３
年
後
に
多
い
ら
し

い
。
そ
れ
が
世
話
人
の
言
葉
の
真
意
だ
っ

た
。避

難
所
で
は
『
ぜ
ん
ざ
い
公
社
』
と
い

う
咄
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
。
も
し
も
国

営
の
ぜ
ん
ざ
い
屋
が
で
き
た
ら
と
い
う
設

定
。
お
腹
を
空
か
せ
た
小
市
民
が
役
所
の

中
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
。「
ぜ
ん
ざ

い
を
お
求
め
な
ら
、
書
類
作
成
の
上
、
窓

口
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」。
窓
口
へ
行
く

と
捺
印
を
求
め
ら
れ
、「
餅
を
お
焼
き
に

な
り
ま
す
と
消
防
局
の
許
可
が
要
り
ま

す
」「
ほ
ん
な
ら
生
で
か
じ
る
わ
」「
で
は
、

保
健
所
で
健
康
診
断
を
」。
…
こ
こ
に
描

か
れ
る
小
市
民
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
被
災

者
に
重
な
る
。
あ
の
震
災
の
時
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
準
備
も
不
十
分
で
役
所
の
窓
口
も

さ
ぞ
か
し
困
っ
た
で
あ
ろ
う
。
被
災
等
の

手
続
き
に
は
身
分
証
明
や
判
子
が
必
要
だ

が
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
飛
び
出
し
て
き

た
被
災
者
が
持
っ
て
い
る
は

ず
も
な
い
。
ぼ
く
は
こ
の
咄

を
避
難
所
で
演
じ
る
こ
と
に

躊
躇
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
全
く
の
杞
憂
だ
っ
た
。
共

感
の
笑
い
が
そ
こ
に
あ
り
、

皆
が
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら

笑
っ
て
い
た
。

笑
い
は
免
疫
能
力
を
高
め
心
身
の
健
康

に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ

が
、
誰
か
と
共
有
す
る
こ
と
で
そ
の
効
果

は
よ
り
高
ま
る
。「
同
じ
こ
と
を
面
白
が
っ

た
り
考
え
た
り
し
て
い
る
」
と
い
う
価
値

観
の
共
有
が
安
心
に
繋
が
る
の
だ
。「
共

に
笑
う
」
こ
と
の
効
用
を
、
ぼ
く
は
神
戸

で
何
度
も
目
の
当
た
り
に
し
た
。

あ
れ
か
ら
24
年
。
神
戸
新
開

地
に
誕
生
し
た
寄
席
小
屋
『
喜

楽
館
』
は
、
こ
の
７
月
で
一
周
年

を
迎
え
る
。
喜
楽
館
の
高
座
に

向
か
う
た
び
に
、
ぼ
く
は
特
別

な
思
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

宮武副理事長（左）と
診療室のビートルズコーナーの前で

共
に
笑
う

と
い
う
こ
と

神
戸
が
教
え
て
く
れ
た
、
笑
い
の
効
用

桂
花
團
治
の
コ
ラ
ム
「
咄
の
は
な
し
」

　桂花團治出演情報
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